
は じ め に

ジンメル（Simmel）は「信頼は社会における
もっとも重要な総合的力の一つである」（1950：
326），そしてブラウ（Blau）は「信頼は安定した
社会関係に欠くことができない」（1964：99）と主
張した。またゴレンビーウスキとマッコンキー

（Golembiewski & McConkie）は「信頼ほど人間関
係や集団行動にきわめて重要な影響を与える単一
の“変数”はほかにない」（1975：40）と明言して
いる。しかし，一方でチュニース（Tonnies 1887）
は「信頼の醸成は人々の強固な，対面によるゲマ
インシャフト的な関係を持つことによってのみ可
能である」とその限界も指摘している。
「信頼」は 1980 年代以降主に欧米において，社

会学をはじめ心理学，政治学，歴史学，経済学，
人類学，マネジメントと組織研究に至る広い分野

で多くの研究が行われてきた。社会学では，信頼
研究の創成期に現代社会における社会学理論の中
心に「信頼」を位置づけた碩学ニコラス・ルーマ
ン（Niklas Luhmann）の1979年出版の著書『Trust 

and Power（信頼と権力）』とバーナード・バーバー
（Bernard Barber）の1983年出版の著書『The Logic 

and Limits of Trust （信頼の論理と限界）』を挙げる
ことができる。
「信頼」は主にミクロとマクロの両レベルから研

究が行われてきた（Luhmann 1979; Misztal 1996; 

Paxton 1999; Nootboom 2002 を参照）。ミクロレ
ベルでは，① 個人の性格特性　② 対人関係　③ 

社会的属性との関連についてであるが，②と③は
主に成人後の生活経験から醸成される 1）（Boyle ＆
Bonacich 1970; Hardin 1996）。マクロレベルでは，
コミュニティ（Alesina & Ferrara 2002）や国家の
特色との関連についてである（Levi & Stoker 2000; 

Weatherford 1992 を参照）。
① 　個人の性格特性については，アメリカの

1950 年代から 1960 年代にかけての研究にお
いて，信頼感は楽観的，博愛的，寛容的，社
交的，利他的，そして相互協力を重視する性
格特性に関連がある 2）。それらは社会化 3） に
よって育まれその後の人生においても継続す
るが，トラウマ的経験などによっては緩やか
に変化することが明らかとなった（Erikson 

1950; Rosenberg 1956, 1957; Allport 1961; 

Cattell 1965）。後にウスラーナー（Uslaner 

1999, 2000, 2002）は，社会化による信頼感の
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醸成についての研究を推し進めた。彼はその
社会化については，主に親によって育まれ，
自己管理ができ，経済的外的状況などの客観
的要素より性格特性と感情などの個人的要素
と密接に関連していると主張した。

② 　対人関係では，対人関係ネットワーク（所
謂ソーシャルネットワーク）に関する研究

（Fukuyama 1995; Hearn 1997; Delhey & Newton 

2003; Hardin 2006; Stolle et al. 2008など）がある。
③ 　社会的属性においては，社会階層の地位
（Delhey & Newton 2003），収入（Delhey & 

Newton 2003）のそれぞれ高いレベル層は信
頼感が高く，年齢では高年齢層は信頼感が高
い（Alesina & la Ferrara 2000; Glaeser et al. 

2000; Welch et al. 2007; Stolle et al. 2008）。学
歴との関連については，高学歴層は信頼感が高
い（La Porta et al. 1997; Putnam 2000; Uslaner 

2002; Delhey & Newton 2005; Welch et al. 2007; 

Stolle et al. 2008）。性別については男性は女性
より，結婚の有無については既婚者の方がより
信頼感が高い（Glaeser et al. 2000: 816; Paxton 

2007: 65）。
次に，価値観との関連で，パットナム（Putnam 

2000），ハーデン（Hardin 2002），ウエルチ他（Welch 

et al. 2005）は，高信頼感は人々をより健康的，道
徳的，幸福にし，向民主主義的考えを持つように
仕向け，社会的支援を行う有益性があると述べて
いる。パターソン（Patterson 1999: 190）は「不安
と精神的不安定が不信感に明らかにつながってい
る」と結論づけた。

世界価値観調査（World Values Survey）ならび
にアメリカの一般社会調査（The General Social 

Survey）によると，信頼感は社会の中の勝者と敗
者に関連していることが明らかになった。勝者と
は，高い社会的・経済的・職業的地位，高い生活
満足度や幸福感を得ている人々で信頼感が高い。
敗者とは・低い学歴・低い社会的・経済的・職業的
地位，低い生活満足度，離婚などの状況にある人々

で不信感がみられる（Orren 1997; Newton 1999: 

173; Whiteley 1999: 40, 41; Patterson 1999; Putnam 

2000; Stolle 2001; Uslaner 2002; Delhey & Newton 

2003; Bjornskov 2003; Helliwell 2003）。パットナム
（Putnam 2000: 138）は「実際すべての社会では，
もっている者（haves）はもっていない者（have-

nots）より信頼感が高い。なぜなら，もっている者
は他人からより正直とみなされ尊敬を得ているか
らである。」と述べている。

他方，信頼感についてのマクロレベルの研究で
は，トップダウンのアプローチにより社会システ
ムや中心となる歴史，社会制度，そして政治・経
済などの状況や特質，特に信頼感を醸成する態度
と行動を促す社会的・政治的制度に焦点を当てて
いる。パットナム（Putnam 2000）およびハウスと
ウルフ（House & Wulf 1978）によると，小さな町
や田舎の住民は，利他的で正直で信頼感が高い。
他にもコミュニティに対する満足度や治安の度合
いや市町村の規模が，信頼感と関連している研究
などがある（Delhey ＆ Newton 2003 を参照）。信
頼感の国際比較で明らかになったことは，1） 民主
主義国家は非民主主義国家より，2） 社会福祉が充
実している国は充実していない国より，3） 政治権
力を制御する制度が充実している国はしていない
国より，4） 種々の社会的平等に関する要因の度合
いが高い国は低い国より，信頼感が高いことであ
る。国家レベルの比較研究としては，Newton 1999; 

Booth & Richard 2001; Delhey & Newton 2003, 

2005; Paxton 2002, 2007; Realo et al. 2008; Zmerli & 

Newton 2008; Dietz et al. 2010; Sasaki ＆ Marsh 

2012; Sasaki 2019 などがある。ウエルチ他（Welch 

et al. 2005: 462）は「実際すべての研究では，信頼
は個人，職場，組織，コミュニティ，そして国家
にさえ有益な影響を及ぼす」と結論づけた。

本研究では，ミクロレベルの視点から欧米での
前述の先行研究に言及し，我々が2017年に実施し
た全国規模の一般意識調査の質問票から信頼感に
関連すると思われる質問項目を選び，信頼感と価
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値観および行動の関連性について検証を行う。そ
の際，信頼感に関連するといわれている社会的属
性（性別，年齢，学歴，社会階層，結婚の有無）

（Putnam 2000; Uslaner 2002; Delhey & Newton 

2003 を参照）との関連も検証する項目に加える。
検証する項目は次の 9 項目である。

1．信頼感と生活の満足度
2．信頼感と不安感
3．信頼感と悩み事の相談相手
4．信頼感と対人関係
5．信頼感と連絡を取り合える人の数
6．信頼感とインターネット利用
7．信頼感と個人対公共の利益
8．信頼感と地域の付き合い方
9．信頼感と外国人の居住

デ　ー　タ
一般社団法人  新情報センターに委託し，2017年

9 月に全国規模で実施した一般意識調査のデータ
を分析に使用する。この調査は日本学術振興会科
学研究費（基盤（B）「情報化社会における「信頼
感」の実証的研究」研究代表：佐々木正道）の助
成によって実施された。

調査対象は 18 歳から 79 歳の男女，標本数は日
本国籍を有する者の2,000， 抽出方法は住民台帳に
よる層化 2 段無作為抽出法（全国 100 地点（1 地
点 20 人））で，調査法は調査員による個別訪問留
め置き法で，回収数は1,134 （そのうち郵送返送は
41）（回収率は 56.7％）である。

方　　　法
欧米における一般価値観調査 （G S S）では信頼

感の測定には，1つ，2つまたは3つの質問項目が
用いられてきた。これらの 3 問は最初にローゼン
バーグ（Rosenberg 1956）によって考案され，ミ
シガン大学社会科学研究所で 3 項目ローゼンバー
グ尺度として定着し，この尺度は個人および幸福

感・安寧（well-being）の測定法として広く認識さ
れ （Wilkes 2011: 1596），これまでも多くの意識調
査 4） で長年使用されてきた。しかし，3 問のうち 1
問だけを使用した調査をもとにした論文 5） もある
ものの，その 1 問だけでは信頼感を測定するには
不正確で，曖昧で，妥当性と信頼性を欠くなどと
その問題点が指摘されてきた（Yamagishi et al. 

1999; Schwarz 1999; Glaeser et al. 2000; Miller & 

Mitamura 2003; Reeskens & Hooghe 2008; Yoshino 

2015）。
  また，パックストン（Paxton 1999: 105）は，信
頼感を多面的に捉える必要性を説き，スミス（Smith 

1988） 6）は国際比較をする上で，尺度は1問または
2 問ではなく少なくとも 3 問が必要であると述べ，
そうすることによって信頼感の理論的概念を考慮
した優れた尺度となる （Bjornskov 2006: 3）と主張
した。

本研究では 3 問（問 1～ 3）を信頼感尺度項目
として分析に用いる。なお，以下のすべての問い
に示された％と N は，本研究で用いた調査データ
の分析の結果得た回答の頻度と数である。

問 1   たいていの人は，他人の役にたとうとして
いると思いますか，それとも自分のことだけ
を考えていると思いますか。次の中からあて
はまる番号に 1 つだけ〇をつけてください。

％ Ｎ
1 他人の役にたとうとしている 29.4 337
2 自分のことだけを考えている 36.8 422
3 その他（具体的に　　　） 6.2 71
4 わからない 27.6 316

100.0 1,146

問 2   他人は，機会があれば，あなたを利用しよ
うとしていると思いますか，それともそんな
ことはないと思いますか。次の中からあては
まる番号に 1 つだけ〇をつけてください。
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％ N

1 他人は機会があれば自分を利用しようと
していると思う

25.4 291

2 そんなことはないと思う 45.5 521
3 その他（具体的に　　　） 4.2 48
4 わからない 25.0 286
　 100.0 1,146

問 3   あなたは，たいていの人は信頼できると思
いますか，それとも，用心するにこしたこと
はないと思いますか。 あてはまる番号に 1 つ
だけ〇をつけてください。

％ N

1 信頼できる 17.1 196
2 用心するにこしたことはない 70.3 806
3 その他（具体的に　　　） 3.3 38
4 わからない 9.2 106
　 100.0 1,146

すべての分析にはコレスポンデンス分析（以下，
分析と略す）を使用する。この手法は，社会調査
などでカテゴリカルなデータを伴ったクロス集計
表分析に役立ち，分析結果を多次元的空間におい
て，回答項目間の相対的関係の関連の強いカテゴ
リは近く，弱いカテゴリは遠く離れて布置し，デー
タについて全体的に解釈できる統計的手法である

（Greenacre & Blasius 1994; Greenacre 2004 を 参
照）。社会学の碩学ピエール・ブルデュー（Pierre 

Bourdieu）が好んで使用したのでブルデューの統
計的手法と呼ぶこともある（Le Roux & Routanet 

2010: 4）。

分 析 結 果
本研究では，信頼感尺度としてのこれら 3 問と

9項目（問4～12）の質問を関連させて分析を行っ
た。なお信頼感尺度項目の回答において，「その
他」と「わからない」は選択肢としては用意され
ているが，9 項目の質問の回答と同様に，それら
をすべて分析から除外した（その理由については
Le Roux & Rouanet 2010; 62 を参照）。また回答の
割合が 5％以下の選択肢もすべて分析から除外し

た（その理由についても Le Roux & Rouanet 2010; 

61-62 を参照）。

1．信頼感と生活の満足度

高信頼感は生活満足度と関連しているという先
行研究があり，ガージウロとアータグ（Gargiulo 

& Ertug 2006; 172）は「信頼感と満足度の関連は
信頼の結果についての研究において最も強固に確
立された結果である。」と述べている。

問 4   あなたの生活についてお聞きします。ひと
くちにいって，あなたは今の生活に満足して
いますか，それとも不満がありますか。次の
中からあなたのお気持ちに近いものの番号に
1 つだけ〇をつけてください。

％ N

1 満足している 18.9 216
2 どちらかといえば満足している 54.3 622
3 どちらかといえば不満だ 21.4 245
4 不満だ 5.4 62

100.0 1,145

分析結果の布置図を図 1 に示す。なお，図 1 以
下のすべての図において問 1～3 の回答選択肢に
ついては次の記号を用いる。

Q1（＋） ＝   他人の役にたとうとしている
Q1（－） ＝  自分のことだけを考えている
Q2（＋） ＝  そんなことはないと思う
Q2（－） ＝  他人は機会があれば自分を利用しよう

としていると思う
Q3（＋） ＝  信頼できる
Q3（－） ＝  用心するにこしたことはない

同様にすべての図において X-axis （X 軸）と Y-axis

（Y 軸）の値は相対的であり，符号は質問項目の意
味と無関係である（Le Roux & Rouanet 2010: 38を
参照）。

図 1 では信頼感尺度項目の回答は原点の左側に
肯定的回答が，右側に否定的回答が，それぞれま
とまって布置している。本研究では，この 2 つの
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まとまりを〈高信頼感クラスター〉・〈低信頼感ク
ラスター〉と命名して使用する。原点の左側に「満
足」，右側に「不満足」が布置している。この図の
関連項目の布置をクラスター別にまとめると表 1
のようになる。

表 1

満足度 性別  年齢  学歴  社会 
 階層

結婚の 
 有無

高信頼感 
クラスター 満足 女性 40-59, 

60＋ 大学 中， 
中の上 既婚

低信頼感 
クラスター 不満足 男性 18-39 小・中， 

高校 中の下 未婚 
その他

この表から〈高信頼感〉は満足で，女性，中・
高年層，高学歴，中流以上，既婚者に多くみられ，

〈低信頼感〉は不満足で，男性，若年層，低・中学
歴，中流未満，未婚その他に多くみられる。よっ
て，先行研究は本研究においても支持された。

2．信頼感と不安感

問 5   あなたは，自分自身やご家族のことで，不
安を感じていることはありますか。次の中か
ら特に不安に感じていることの番号に 3 つま
で〇をつけてください。

％ N

1 病気など健康の問題 62.5 717
2 年金など老後の経済問題 45.1 517
3 収入減など家計の問題 28.9 332
4 地震や台風などの自然災害に遭うこと 24.8 284
5 家族の介護 21.3 244
6 子どもの教育 13.9 160
7 戦争 10.4 119
8 就職・失業など仕事の問題 9.8 112
9 交通事故 7.4 85
10 犯罪やテロ事件 7.0 80
11 原子力施設の事故 6.0 69
12 特にない 5.8 67
13 食品の安全性 5.1 58
14 プライバシーを侵害されること 4.4 50
15 火災の被害に遭うこと 2.6 30
16 公害や環境汚染 1.5 17
17 医療ミス 1.4 16
18 その他（具体的に　　　） 1.6 18

2,975

分析には回答割合の多い上位 3 つまでを使用し
た。分析結果を布置図 2 に示す。

図 2 では信頼感尺度項目の回答は，原点の上側
に否定的回答が，下側に肯定的回答が，それぞれ
布置している。「年金」と「収入減」は原点の上側
に「病気」は下側に布置している。この図の関連
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項目の布置をクラスター別にまとめると表 2 のよ
うになる。

表 2
不安に感じ 
ていること 性別  年齢  学歴  社会 

 階層
結婚の 
 有無

高信頼感 
クラスター 病気 女性 60＋ 小，中， 

大学
中， 
中の上 既婚

低信頼感 
クラスター

年金， 
収入減 男性 18-39， 

40-59 高校 中の下 未婚 
その他

この表から不安に感じていることは，〈高信頼
感〉では「病気」で，女性，高年層，低と高学歴，
中流以上，既婚者に多くみられ，〈低信頼感〉では

「年金」と「収入減」で，男性，若・中年層，中学
歴，中流未満，未婚その他に多くみられることが
読み取れる。

3．信頼感と悩み事の相談相手

問 6   あなたは悩み事や重大な相談事を，まずど
なたに相談していますか，あるいは，すると
思いますか。次の中からあてはまる番号に 1
つだけ〇をつけてください。

％ N

1 配偶者（夫や妻）やパートナー 56.2 643
2 母親 10.8 124
3 （学校，近所の）友人・知人 7.9 90
4 子ども（子の配偶者を含む） 7.0 80
5 兄弟姉妹 5.1 58
6 相談できる人がいない 2.9 33
7 父親 2.1 24
8 職場の同僚 2.0 23
9 その他の家族や親戚 1.8 21
10 恋人・婚約者 1.7 20
11 職場の上司 0.3 4
12  電話やインターネットを使って匿名で相

談できるところ
 

0.3
 

4
13 僧侶，牧師・神父 0.1 1
14 その他（具体的に　　　） 1.7 20

100.0 1,145

分析結果を布置図 3 に示す。
図 3 では，信頼感尺度項目の回答は原点の上側

に肯定的回答が，下側に否定的回答が，それぞれ
布置している。「配偶者やパートナー」と「母親」

は原点の上側に，「（学校，近所の）友人・知人」，
「兄弟姉妹」，「子供（子の配偶者を含む）」は下側
に布置している。この図の関連項目の布置をクラ
スター別にまとめると表 3 のようになる。

表 3
 悩み事の 
 相談相手 性別  年齢  学歴  社会 

 階層
結婚の 
 有無

高信頼感 
クラスター

配偶者や 
パートナー， 
母親

女性 18-39， 
40-59 大学 中， 

中の上 既婚

低信頼感 
クラスター

兄弟姉妹， 
子供，友人 
・知人

男性 60＋ 小，中， 
高校 中の下 未婚 

その他

  この表から悩み事の相談相手は，〈高信頼感〉で
は「配偶者やパートナー」と「母親」で ，女性，
若・中年層，・高学歴，中流以上，既婚者に多くみ
られ，〈低信頼感〉では「兄弟姉妹」，「子供（子の
配偶者を含む）」，「友人・知人」で，男性，高年
層，低と中学歴，中流未満，未婚その他に多くみ
られることが読み取れる。

4．信頼感と対人関係

対人関係を基本とする社会関係資本（social 
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capital）が，信頼感と関連が深いことについては
多くの研究で指摘されてきた（Putnam 1993, 2000; 

Brehm & Rahn 1997; Portes 1998; Welch et al. 2005; 

Hardin 2006 を参照）。ハーデン（Hardin 2002），
ハーン（Hearn 1997），フクヤマ（Fukuyama 1995）
は，人々は対人関係ネットワーク（所謂ソーシャ
ルネットワーク）を通して，互酬性，正直，義務，
協力，確実性，利他性にする社会的美徳を学ぶと
主張している。コールマン（Coleman 1988）も人々
に信頼感があると相互扶助，互酬性，連帯性が生
じる機会が多くなるとしている。ハーン（Hearn 

1997）は「人々は，家族，隣人，友人の身近な人々
から信頼することを学ぶと，それを第 2 次集団へ
広げていくことができる」と述べている。この対
人関係との関連性について検証するため，次の問
7 が分析に用いられた。

問 7   あなたのご家族も含めて，あなたの周りに
は，次にあげるような人がどの程度いらっしゃ
いますか。

      ａ～ｅのそれぞれについて，あてはまる番
号に 1 つだけ〇をつけてください。

たくさん 
いる 
％ 

（N）

まあまあ 
いる 
％ 

（N）

ひとり 
だけいる 

％ 
（N）

特に 
いない 

％ 
（N）

％ （N）

ａ ．物や金銭を貸して
くれたり，手伝って
くれる人

4.5 
（51）

61.7 
（704）

10.5 
（120）

23.3 
（266）

100 
（1,141）

ｂ ．あなたの現在の気
持ちや状態を理解
してくれる人

6.8 
（78）

69.1 
（791）

12.6 
 （144）

11.5 
 （132）

100 
（1,145）

ｃ ．気軽に電話した
り，会ったりして相
談できる人

8.6 
（98）

70.0 
（801）

9.5 
（109）

12.0 
 （137）

100 
 （1,145）

ｄ ．あなたのことを高
く評価していたり，
敬意を払ってくれ
たりする人

5.5 
（63）

58.1 
（662）

8.9 
 （101）

27.5 
（313）

100 
（1,139）

ｅ ．気軽にメールを交
換できる人

13.7 
（156）

65.0  
（741）

5.3 
 （60）

16.1 
（183）

100 
（1,140）

分析結果を布置図 4 に示す。
図 4 では信頼感尺度項目の回答は原点の左側に

肯定的回答が，右側に否定的回答が，それぞれ布

置している。つまり，回答項目の「有」は原点の
左側に，「無」が右側に布置している。この図の関
連項目の布置をクラスター別にまとめると表 4 の
ようになる。

表 4
回答項目 

a, b, c, d, e＊ 

の有無
性別  年齢  学歴  社会 

 階層
結婚の 
 有無

高信頼感 
クラスター 有 女性 18-39，

40-59 大学 中， 
中の上 既婚

低信頼感 
クラスター 無 男性 60＋ 小・中， 

高校 中の下 未婚 
その他

　＊ａ．物や金銭を貸してくれたり，手伝ってくれる人
　　ｂ．現在の気持ちや状態を理解してくれる人
　　ｃ．気軽に電話したり，会ったりして相談できる人
　　ｄ．高く評価していたり，敬意を払ってくれたりする人
　　ｅ．気軽にメールを交換できる人

この表から〈高信頼感〉は，物質・精神面でサ
ポートしてくれたり，対面・非対面コミュニケー
ションできる人が周りにいて，女性，若・中年層，
高学歴，中流以上，既婚者に多くみられる。〈低信
頼感〉は，それらの人が周りにおらず，男性，高
年層，低・中学歴，中流未満，未婚その他に多く
みられることが読み取れる。この結果は，前出の
パットナム（Putnam 2000）の主張「実際すべての
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社会では，もっている者（haves）はもっていない
者（have-nots）より信頼感が高い」を支持する。

5．信頼感と連絡を取り合える人の数

問 8   あなたは，同居のご家族以外で，個人的に
親しく，よく話をしたり連絡を取り合ったり
する人が，何人くらいいらっしゃいますか。

％ N

1 人もいない 5.3 61
1 人 4.2 48
2～ 3 人 38.7 443
4～ 9 人 38.8 445
10～ 14 人 8.7 100
15～ 19 人 1.5 17
20 人以上 2.8 32

100.0 1,146

回答の「1 人もいない」，「1 人」，ならびに「15
人～19 人」，「20 人以上」は割合がかなり少ない
ので，それらは「1 人以下」，「2～3 人」，「4～9
人」と「10 人以上」として分析を行った。

分析結果を布置図 5 に示す。
図 5 では信頼感尺度項目の回答は原点の上側に

否定的回答が，下側に肯定的回答が，それぞれま

とまって布置している。原点の上側に「1 人以下」
と「2～3 人」，下側に「4～9 人」と「10 人以上」
が布置している。この図の関連項目の布置をクラ
スター別にまとめると表 5 のようになる。

表 5

　人数 性別  年齢  学歴  社会 
 階層

結婚の 
 有無

高信頼感 
クラスター

4～9人と 
10 人以上 女性 40-59,  

60＋
小・中， 
高校

中， 
中の上 既婚

低信頼感 
クラスター

1 人以下 
2～ 3 人， 男性 18-39 大学 中の下 未婚 

その他

  この表から〈高信頼感〉は，「個人的に親しくよ
く話をしたり連絡を取り合える人」は4人以上で，
女性，中・高年層，低・中学歴，中流以上，既婚
者に多くみられ，〈低信頼感〉は，「個人的に親し
くよく話をしたり連絡を取り合える人」は 3 人以
下で，男性，若年層　高学歴，中流未満，未婚そ
の他に多くみられる。
  この結果も，パットナム（Putnam 2000）の主張

「実際すべての社会では，もっている者（haves）
はもっていない者（have-nots）より信頼感が高い」
を支持する。

6．信頼感とインターネット利用

信頼感とインターネット利用との関連について
は，そのコミュニケーションでは信頼関係は醸成
されないと指摘されてきたが（Kraut et al. 1996; 

Pew Internet and American Life Project 2000; 

Cummings et al. 2002; Thompson & Nadler 2002; 

Nie et al. 2002; Garrido & Marina 2008），醸成が可
能とする研究結果もある（Parks & Roberts 1998; 

McKenna & Bargh 1999; Wellman et al. 2001; Katz et 

al. 2001; Kavanaugh & Patterson 2001; Bargh & 

McKenna 2004; Pettit 2004）。この関連性について
検証するため次の問 9 が分析に用いられた。

問 9   あなたにとって，メールやメッセージ（LINE

など）のやりとりは，他人との信頼関係を築
く上でどの程度役に立っていると思いますか。
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次の中からあてはまる番号に 1 つだけ○をつ
けてください。

％ N

1 かなり役に立っている 21.2 193

2 まあまあ役に立っている 56.8 518

3 あまり役に立っていない 15.5 141

4 まったく役に立っていない 6.6 60

100.0 912

回答項目 4「まったく役に立っていない」は
6.6％と他の回答割合と比べてかなり少ないので，

（少ない割合の分析については，Le Roux & Rounanet 

2010: 38 を参照），回答項目 1 と 2 を，そして 3 と
4 をそれぞれ合体し，「役に立っている」と「役に
立っていない」として分析を行った。
分析結果を布置図 6 に示す。

図 6 では信頼感尺度項目の回答は原点の上側に
否定的回答が，下側に肯定的回答が，それぞれ布
置している。原点の下側に「役に立っている」が，
上側に「役に立っていない」が布置している。こ
の図の関連項目の布置をクラスター別にまとめる
と表 6 のようになる。

この表から〈高信頼感〉は，「メールやメッセー
ジ（LINE など）のやりとりは，他人との信頼関
係を築く上で役に立っている」と思い，女性，中・
高年層，高学歴，中流以上，既婚者に多くみられ，

〈低信頼感〉は，「役に立っていない」と思い，男
性，若年層，低・中学歴，中流未満，未婚その他
に多くみられることが読み取れる。
  前出のチュニース（Tonnies 1887）の主張「 信
頼の醸成は人々の強固な，対面によるゲマインシャ
フト的な関係を持つことによってのみ可能である」
に対して，今後予想されるコロナウイルス禍以降
の社会におけるインターネットなどによる非対面
式コミュニケーションの増加が人々の信頼感に変
化をもたらすか興味深い。

7．信頼感と個人対公共の利益

問 10  あなたは，今後，日本人は個人の利益より
も，公共の利益を大切にすべきだと思います
か。それとも，公共の利益よりも，個人個人
の利益を大切にすべきだと思いますか。次の
中からあてはまる番号に 1 つだけ○をつけて
ください。

％ N

1 個人の利益よりも公共の利益を大切にす
べきだ 9.7 111

2 公共の利益よりも個人個人の利益を大切
にすべきだ 13.1 150

3 一概に言えない 76.3 874
4 その他（具体的に　　　） 0.9 10

100.0 1.145

分析結果を布置図 7 に示す。
図 7 では信頼感尺度項目の回答は原点の上側に

肯定的回答が，下側に否定的回答が，それぞれ布
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表 6
  役立の 
   有無 性別  年齢  学歴  社会 

 階層
結婚の 
 有無

高信頼感 
クラスター

役に立って 
いる 女性 40-59, 

60＋
高校， 
大学

中， 
中の上 既婚

低信頼感 
クラスター

役に立って 
いない 男性 18-39 小・ 

中学校 中の下 未婚 
その他
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置している。また「一概に言えない」は原点の上
側に，「公共の利益を大切にすべき」と「個人個人
の利益を大切にすべき」は下側に布置している。
この図の関連項目の布置をクラスター別にまとめ
ると表 7 のようになる。

表 7
個人か公共 
　の利益 性別  年齢  学歴  社会 

 階層
結婚の 
 有無

高信頼感 
クラスター

一概に言え 
ない 女性 40-59, 

60＋ 大学 中， 
中の上 既婚

低信頼感 
クラスター

個人個人の 
利益
公共の利益

男性 18-39 小・中， 
高校 中の下 未婚 

その他

この表から〈高信頼感〉は，日本人は個人か公
共いずれかの利益を大切にすべきかについては，

「一概に言えない」として，女性，中・高年層，高
学歴，中流以上，既婚者に多くみられ，〈低信頼
感〉は，「日本人は個人と公共のいずれの利益も大
切にすべき」として，男性，若年層，低・中学歴，
中流未満，未婚その他に多くみられることが読み
取れる。

8．信頼感と地域の付き合い方

信頼感の根底に，カーソンとギウスタ（Casson 

& Giusta 2006）は 6 つの義務が存在すると述べて
いる。それらは，習慣的義務，約束的義務，相互
的義務，顧慮的義務，同情的義務，利他的義務で
ある。
  その中でも分析に用いた次の問11のＡの意見は
利他的義務，そしてＢの意見は相互的義務に近い
とみることができる。

問 11  望ましい地域の付き合い方について，次の
意見のうち，あなたはどちらに近いですか。
近いほうのお考えの番号に 1 つだけ〇をつけ
てください。

  Ａ 「住民すべての間で困ったときに互いに助け
合う」

  Ｂ 「気の合う住民の間で困ったときに助け合う」

％ N

1 Ａの意見に近い 66.3 754
2 Ｂの意見に近い 31.1 354
3 その他（具体的に　　　） 2.6 30

100.0 1,138
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図 8 では信頼感尺度項目の回答は原点の上側に
肯定的回答が，下側に否定的回答が，それぞれ布
置している。「Ａの意見に近い」は原点の左側に，

「Ｂの意見に近い」は右側に布置している。この図
の関連項目の布置をクラスター別にまとめると表
8 のようになる。

表 8

 義務 性別  年齢  学歴  社会 
 階層

結婚の 
 有無

高信頼感 
クラスター 利他的 女性 40-59 大学 中， 

中の上 既婚

低信頼感 
クラスター 相互的 男性 60＋, 

18-39
小・中， 
高校 中の下 未婚 

その他

この表から〈高信頼感〉は，「利他的義務」に近
く，女性，中年層　高学歴，中流以上，既婚者に
多くみられ，〈低信頼感〉は，「相互的義務」に近
く，男性，若・高年層，低・中学歴，中流未満，
未婚その他に多くみられることが読み取れる。

9．信頼感と外国人の居住

問 12  近所に外国人が住むことについて，あなた
はどのようにお考えですか。次の中であては
まる番号に 1 つだけ〇をつけてください。

　 ％ N

1 好ましい 13.6 155
2 どちらかといえば好ましい 46.0 524
3 どちらかといえば好ましくない 36.5 415
4 好ましくない 3.9 44

100.0 1,138

分析結果を布置図 9 に示す。
図 9 では信頼感尺度項目の回答は原点の上側に

肯定的回答が，下側に否定的回答が，それぞれ布
置している。「好ましい」が原点の右側に，「好ま
しくない」は左側に布置している。
  この図の関連項目の布置をクラスター別にまと
めると表 9 のようになる。

この表から〈高信頼感〉は，「近所に外国人が住
むことは好ましい」と考え，女性，中・高年層，
高学歴，中流以上，既婚者に多くみられ，〈低信頼

感〉は，「近所に外国人が住むことは好ましくな
い」と考え，男性，若年層，低と中学歴，中流未
満，未婚その他に多くみられることが読み取れる。

おわりに―要約と結論

信頼感は人々の価値観および行動とどのように
関連しているかについて，ミクロレベルの視点か
ら検証を行うため，我々は2017年に全国規模の一
般意識調査を実施した。本研究ではその調査デー
タを使用しコレスポンデンス分析を行った。分析
には，信頼感に関連すると思われる価値観および
行動に社会的属性として性別，年齢，学歴，社会
階層，結婚の有無を加えた。その結果，〈高信頼
感〉と 9 項目の関連については，1） 今の生活に満
足である，2） 自分自身や家族のことで，不安を感
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表 9
近所に外 
国人の居 
住の是非

性別  年齢  学歴  社会 
 階層

結婚の 
 有無

高信頼感 
クラスター 好ましい 女性 40-59, 

60＋ 大学 中， 
中の上 既婚

低信頼感 
クラスター

好ましく 
ない 男性 18-39 小，中， 

高校 中の下 未婚 
その他
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じていることは，病気など健康の問題である，3） 

悩み事の相談相手は，配偶者やパートナーと母親
である，4） 物質・精神面でサポートしてくれたり
対面・非対面コミュニケーションできる人が周り
にいる，5） 同居のご家族以外で，個人的に親しく，
よく話をしたり連絡を取り合ったりする人は 4 人
以上いる，6） メールやメッセージ（LINE など）の
やりとりは，他人との信頼関係を築く上で役立っ
ていると思う，7） 今後，日本人は個人の利益と公
共の利益のいずれを大切にすべきかは，一概に言
えない，8） 地域の付き合い方としては，住民すべ
ての間で困ったときに互いに助け合う意見に近い，
9） 近所に外国人が住むことについては，好ましい，
ということが明らかとなった。〈低信頼感〉と9項
目の関連については，1） 今の生活に不満足である，
2） 自分自身や家族のことで，不安を感じているこ
とは，年金など老後の経済問題と収入減など家計
の問題である，3） 悩み事の相談相手は，兄弟姉妹，
子供，友人・知人である，4） 物質・精神面でサ
ポートしてくれたり，対面・非対面コミュニケー
ションできる人が周りにいない，5） 同居のご家族
以外で，個人的に親しく，よく話をしたり連絡を
取り合ったりする人は 3 人以下である，6） メール
やメッセージ（LINE など）のやりとりは，他人
との信頼関係を築く上で役立っていないと思う，
7） 今後，日本人は個人の利益と公共の利益のいず
れを大切にすべきかは，個人の利益と公共の利益
の両方を大切にすべきである，8） 地域の付き合い
方としては，「気の合う住民の間で困ったときに助
け合う」意見に近い，9） 近所に外国人が住むこと
については，好ましくない，という結果になった。

本研究結果をまとめる。1） 〈高信頼感〉の人は，
楽観的，寛容的，博愛的，利他的，社交的，そし
て相互協力を重視する。また対人関係においては
積極的である。社会的属性との関連では，女性，
既婚を除いては，概ね中高年層，高学歴，中間以
上の社会階層に多くみられ，〈低信頼感〉は，男
性，未婚その他を除いては，概ね 若年層，低・中

学歴，中間未満の社会階層に多くみられる。また，
〈高信頼感〉と高学歴，高い社会階層，既婚との関
連については，先行研究が支持された。しかし，

〈高信頼感〉は男性に，〈低信頼感〉は女性に多く
みられるとした先行研究は支持されなかった。2） 

〈高信頼感〉の人と〈低信頼感〉の人とでは，9 項
目すべてにおいて相違がみられた。3） 信頼感と社
会的属性の関連において，〈高信頼感〉に関連する
社会的属性と〈低信頼感〉に関連する社会的属性
が固定されすべての項目において一貫した傾向が
みられた。4） 世界価値観調査とアメリカの一般社
会調査（GSS）で明らかになった「信頼は社会の
中の勝者に関連している」およびパットナムの「実
際にすべての社会では，もっている者（haves）は
もっていない者（have-nots）より信頼感が高い」
は本研究でも支持された。

今後は国際比較研究によって信頼感についての
ミクロレベルとマクロレベルの関連，特に国家間
で異なる諸要素が個人の信頼感とどのように関連
しているかを解明する研究の進展を期待する。
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  1）  例としては，離婚（Rahn & Yoon 2009）やゲゼル
シャフト的都市は信頼感を弱める研究（Paxton 2007）
などがある。

  2）  不信感に関する性格特性は，冷笑的で厭世的であ
り，人々の社会的・政治的相互協力の可能性に悲観
的である（Whiteley 1999; Uslaner 2002; Delhey & 

Newton 2003; Freitag 2003）。
  3）  社会化による信頼の醸成については，Rotenberg

（1995, 2010）が詳細な研究を行っている。
  4）  世界価値観調査（World Values Survey）では，信

頼の尺度としては 1 問だけ用いられている。また，
一般社会調査（ The General Social Survey）では，2
問，そしてヨーロッパ社会調査（The European Social 

Survey）では 3 問が用いられている。
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  5）  アーミスチュ他（Ermisch et al. 2009: 750）による
と問い「あなたは，たいていの人は信頼できると思
いますか，それとも，用心するにこしたことはないな
いと思いますか。」が，信頼感の経済効果について関
連した約500の論文などで用いられている（Sapienza 

et al. 2013 を参照）。
  6）  改訂版として，IASSIT Quarterly 12（4）: 18-24, 1988

がある。
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